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1D11 日本型技術経営システムのダイナミズムの 解明 

一日 家の インスティテューションの 比較実証分析 

0 田中 瑛士 ，渡辺千個 ( 東工大社会理工学 ) 

1  .  巧升ヲ宅 千手 去計 そんな 中 ， IT に先駆的に取り 組んできた社会を ，さ 

社会は工業化社会から 情報化社会へと 移行した・ まざまな観点からの 調査研究することにより ，社会 

その中で，情報技術 (IT) の革新およびその 活用法 生活，産業経済とⅡとの 関係は，社会毎に 大きく 異 

が 競争力の要になっている   なることが明らかとなっている・とりわけ ，それぞれ 

日本は工業化社会の 中ではハイテクミラクルによ の社会がどのような「ネットワーク・アビリティ」 (, 清 

り 成功したにもかかわらず ，後における 情報化社会 報ネットワークが 社会生活，産業経済活動にとって 

において，そのコアであ る IT の革新・活用において 不可欠のインフラとなるにしたがって 動的に形作ら 

アメリカ等から 大きく遅れをとった   れる現実を指すと 同時に，これらのあ るべき情報 ネ 

この原因としては ，社会経済への 浸透過程におけ ッ トワーク社会像を 構想することを 意図した造語 ) を 

る製造技術とⅡとの 性格形成過程に 相違があ ると 発展させるかは ，当該社会が 歩んできた産業社会の 

考えられる・ 工業化社会においては ，開発者による 歴史的文脈に 位置づけられ ，他のさまざまな 情報 メ 

供給時点に決定されたのに 対し IT は社会経済全体 ディア ( テレビ，ラジオ ，電話など ) との関係におい 

が 利用過程に新たな 性格を付与しそれがさらに 利 て 理解されることが 不可欠とされる． 

用を拡大・高度化させるという 構造をもつと 考え も 本研究は，以上を 踏まえた上で ， IT の革新・活用に 

れる・しかし 一方でそのメカニズムは 不明であ る   おいて成功者と 言われるオーストラリアと 日本の， 

よって ， 社会や経済，政治等の 様々な要因 ( インスティテュー 

① 1 9 8 0 年代までの製造技術をコアとする 工 、 ション ) の 比較実証分析を 目的としている． 

業 化社会と 1 9 9 0 年代以降の IT をコア とす オーストラリアは ，かつて羊の 背中に乗っている 

る 情報化社会それぞれにおける 社会体質の柔 といわれたほど ，ウール産業に 頼っていた．今もその 

軟性発揮状況の 比較検討 産業は大きい 値を示すが，それを 上回り ， 今のオース 

②社会経済体質の 柔軟性と IT の革新およびその トラリアを支えるといっても 過言ではないのが ，教 

効果的活用との 相関分析 育の産業であ る．今回の選挙でも 教育に対する 投資 

③製造技術と IT との性格形成過程および 性格 形 が大きな争点のⅠ っ であ る   

成 主体の比較抽出 その結果，大学生は ，その国のインスティテュー シ 

④社会経済との 相互作用を通じた IT の性格形成 コ ンの影響を大きく 受け，また将来を 担う立場であ 

メカニズムの 解明 ると考えられる・よって ，アンケートを 大学生に行う 

が 必要と考えられる   ことにより，その 大学生の将来のキャリアプランと 

ICT の利用との関係から ，その国のインスティテ ュ 

一 ションを裏 付けることを ，本研究の目的とした   
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2. アンケートの 内容 

基本的な質問 ( 年 ，学科など ) の他に，アンケート 

の内容は以下の 通りで行った． 

1) アンケート 1 

(1  ) 聴 tMnd  of 丘 m  doyou  eXpectto  work?(Cho0se 

ぬ ⅠⅠ れ 0 鮭 Ⅰ 0 ぉ Ⅰ 劫ル 0 Ⅰの 

l.  Largec0mp ㎝ ly 

2.  Sm 別 mdMe 山 ℡ n  compmy 

3. ⅥⅡ t ℡ e0 Ⅱ ststaIt 。 d) 

4.  St 打ト叩 ㊤ yyourse の 

(2  )  W № t  k 血 d  of  Ⅰ ob  do  you  Want  t0  get?  ぴ ot 

mndus 田 es,choose 坊 emo 鮭 possibIeo れの 

l.  B 荻山 er 

2.  Co Ⅱ ;Sul ぬ Ⅱ t 

3.  Des 憶 nler 

4.  Engineer(exceptComputerrelated) 

5. Jou 皿ぁ Ⅱ st 荻 ndMasscomm Ⅰ㎡ c 荻 Ⅰ on 

6.  M 荻 nager 

7.  M 荻 ket ㎞ g 

8. Medicalstu 仕 

9. Programmer 

10.@ Researcher@(including@professor) 

11.  Salesperson 

12.@ System@Engineer@(including@system@consultant) 

13.  0 ぬ erserV ぜ UCe 

14.  En 廿 epreneW 

15. PubblicserVm 

16.  Politicim  md  Govemmor 

17. 0 ぬ er 

(3) Whatkindofknowledgedoyout ㎞Ⅰ 止 ㎞ lpo 血 " 
themostonbwsinessforyou? 

l.  Account ㎞ g 

2.  Ec0nomiCS 

'. "'" Ⅲ。 。 

4.  LaWs 

5.  Ling ㎡ s 仕 cs 

6.  M 打 keting 

7.  Prog 醸 m ㎞ ng 

8.  Spec 面 c  man ㎡ acm Ⅱ ng 

g.  Research  md  developmentfora  spec 苗 c  酊 ea 

10 ． SoR  sH Ⅱ s  (e.g. lnte や erson 囲 sHU, com 皿 Ⅱ mca Ⅰ on 

skill‘tc ， ) 

1I. O 山 er 

(4  )  Where  do  you  want to  wolk?  (Choose  肋 e  沖 o 鮭 

possib ル Ⅰれの 

l.  Nor 山 Amerlca 

2.  Centermd  Sou 伍 Amerlca 

3. Japm 

4.  Chlna 

5.  Tn 山 a 

6.  0 ぬ erAsia Ⅱ coun ㎡ es 

7.  WestE ℡ ope 

8.  EastEWope 

g. UKK 

10.@ Russia 

1l. Aust ⅢⅡ a 

12.@ Other@region 

(@5@)@ How@much@do@you@actually@use@computers@a@week? 

(Not@the@time@keeping@a@computer@on) 

].  LeSSth 荻 l lhour 

2.  1 -3 hows 

3.  3 - 5 ho ℡ s 

4.  5  - l0  ho ℡ S 

5.@ 10-20@hours 

6.  More 山 ㎝ 20  h0ws 

What  tec ㎞ o1o 綴 do  you  w0n 「 to  u$e?  (C 俺 ㏄ 化 0Il  fA0f 

明ク醸 

l.  Web  broWsing 

2.  EmIaail 

3.  Off@lceapplica 廿 ons 

4.  Proe Ⅲ 皿 m Ⅰ nglangu Ⅰ ages 

5.  Photoa Ⅰ ldmo 寸寸 eediting 

6.  On-line  g 町 nes 
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7. Chatting 

8.@ Homepage@building 

9.@ Wireless@web@browsing 

10.@ Database 

1l.  Network  construct ㎞ g 

12.  Telecom 皿 ut ㎞ g  (On-line  Iecture) 

13.  0 伍 er 

(6  )  W Ⅱ at  tec ㎞ Olog ノ do  y0u  ㏄クピ c 名田Ⅰ り Ⅰ 召肪 れせ or 

山井立リ アピ ?(C ナ Ⅰ c 化Ⅰ ば丘 正ぬ d 花や 伽 0 研ヒ r 研のれ W 正何ノ o Ⅰ c 古 o Ⅰ ビ 

何坊ヒタ たの in は コ ⅠⅡ ゑ Ⅰ Ftio れ ) 

l.  Webbrowsing 

2.  E 爪牙Ⅱ 

3.  0f Ⅰ ice  appllcatlons 

4.  P Ⅰ nog Ⅲ m 血 Ⅰ ng  lanlguages 

5.  Photo  md  moviee 山 tmng 

6.  0n.line  g 荻 mes 

7.  Ch ℡は mgg 

8.  Homepageb ㎡ ld ㎞ g 

g.  Wirelesswebbrowsing 

10. Database 

ll. NetwWork  cons 甘 Ⅱ ct ㎞ g 

12.  Teleco 皿 mut 面 g  (Om Ⅱ ne  lecmre) 

13.  0 山 er 

(7  )  Ⅵ at  su 切 ect  were  you  interested  ㎞ 億 e  most 

before  entered  yourl 皿 iversi け ? 

l.  Che ㎞ s 呵 

2. Forei 炉 1 ㎝ 興 ge 
3.  Ec0nomics 

4.  Histo リ 

5.  Geog Ⅲ phy 

6.  Litera 抽 re 

7.  Ma ぬ e 屯在任 cs 

8.  Physics 

g.  Socials 憶 dies 

10 ． O 山 er 

2  )  アンケート 2  の内容は以下の 通りであ る． 

Please  rate  丘 om  l  t0  7, 丘 om  "Complete け田 sa 肝 ee"  to 

"c0m 珂 etely  a 肝 ee",on  each  statement. 

l.  EXanl ㎞ e  eve 卍 possib 山ゆ ( ㎞ c № d ㎞ g  田 ose  n0t 

eXist ㎞ g  or  Ⅰ㏄Ⅱ zed  at  出 at  time)  when  cho0sing 

Ce 伽 OPtlonS   

2.  Search  ぬ rbe は eroppo 山岨面 es even  w ㎡ le  satis 年 ing 

c ⅡⅠ rentposition. 

3.  Continuously  check  for  more  a は 佃 ctive  ch 荻 Ⅲ els 

while  山ぅ V 面 g  酊 ld  liste ㎡ ng  to  a  ぬ yo Ⅱ te  ra 田 0 

pro@ ㎝ n. 

4.  Check  杣 lTV  chlannels『hile（ntending》o…ontinue》o 

watch 山 esamepro 肝 am   

5.  Attempta  comp 荻 ative  assessmentbefore  丘 n 田 ng  伍 e 

ideal  love  p 荻血 er  si Ⅱ 廿 l 町 to  ex 荻 ㎡ n 血 g  well- 行 t 廿 ng 

clothes   

6.  1t,satoughwo Ⅰ ktobuyag 山飴丁 a ㎡ end. 

7.  1t,s 杣 way5h 打 d  to  choosethebest 丘 lm  wh Ⅱ eren 廿 ng 

avideo 丘 lm. 

8.  1t,s  IeaUy  h 肛 d  to  丘 nd  伍 e  most  saHs ぬ cto り one  in 

purchasing@clothes ・ 

g.  R 且 Idcing  ofm0 ㎡ es, s ㎞ gers, spon  playersmd  n0vels 

is@one@of@the@most@exciting@hobbies   

10.@ It ， s@not@easy@to@express@one ， s@own@wishes@in@writing@a 

lenertoa 丘 iend. 

11.  Insiston  own  wishes ㎞ deci ㎞ g  my  issues. 

12.  Ne Ⅴ e 丁 sa 百 s 丘 ed  w 竹山 a  second  bestchoice. 

13.  0 れ en  pic 抽 re  in  oW Ⅱ mind  a  Ⅱ 騰 totally  di Ⅱ 乙 Ⅰ ent 母 0m 

伍 eclmentl 民 ． 

"The  Max ㎞ ぬ ation  Scale,"  Scien 血 lc  Amehc 旭 Ap Ⅲ 

2004. を参考とした． 
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4. 結論 

この ヂ一タを 発端として，これからアンケートを 

改良し ， 広く展開していく・それにより ，インスティ 

テューションの 国際間比較が 可能であ ると確信する   

またオーストラリアに 限らず，いろいろな 国にお 

いて，このアンケートは 実施されたため ，よりよい 包 

括 的な研究・分析に 成功するものと 確信している   

3. アンケートの 結果 

このアンケートはオーストラリアにあ る チ ヤール 

ススタート大学 ワガワ ガ校舎で大学生を 対象に行っ 

た． ワガヮガ はニューサウスウェールズに 属する人 

口約 6 万人の町であ る．ニューサウスウェールズの 

内陸部においては 一番大きい都市であ る．町にはこ 

の大学が 1 つと℡ 丁 @E ( 日本の専門学校と 同じよう 

なもの ) があ る． 

有効回答数は 男性 3 2 人，女性 23 人であ る・統計 

的に有意とはいいがたいが ，今後につながるものと 

しては十分と 考える．主にはオーストラリア 人が中 

心であ るが，アンケートの 中には男性において 中国， 

マレーシア，インド ，ベトナム，台湾，バンバラディ 

ッシュに香港，女性に 関してはイギリス ，中国，日 

本 ，インド， 台湾，カンボジアにスウェーデン と多 

国籍に渡り，オーストラリア 人の学生とオーストラ 

リアに留学している 他国籍の学生の 比較も可能とし 

た   

平均年齢 2 1.8 歳．男女の間に 差はなし標準備 

差は 2.7 7. 

所属学科は business 缶化 A 含む ) , letner 8 %5, 

me 山 cal に social science が主であ る． これに関して 

は，幅の広い 分野でアンケートを 集めることができ 

た   

興味深い ヂ 一夕をいく っか あ げる． 

5  5 のアンケートのうち ， 2  0 名が Large 

company を選択・ 1 7 名が small ㎝ dme 田 umcomp ㎝ y, 

1 3 名が sta 壬 ㎎ Oymyse のを選択している・ 残りは 

学校の教師や 教授であ った． 

過半数以上がオーストラリア 以外に仕事場を 求め 

ている， オーストラリア 人はオーストラリアを 選択 

する割合が大きかったが ，他国籍の人は 自分の国に 

限らず，いろいろな 場所を求めている・ 

約 3 0% の人が一週間に 2 0 時間以上コンピュー 

タを使用していると 言っている．そのほかの 人で平 

均を取ったところ ， 8.5 時間であ った・ 
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